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◆　福岡教区創立 100周年に向けて　◆
　2027 年 7 月 16 日、福岡教区は創立 100 周年を迎えます。
　これを受け、教区報では、各小教区や団体が 100 周年に
向け取り組んでいること、心がけていることなどについて
具体的な活動を紹介していきます。
　「創立 100 周年」の情報は右記 QR コードからご覧になれます。

�
　教区創立 100 周年の準備に
あたって、年初に確認したこ
とは、特に次の２点であった。

　一つは、聖年を有意義に過ごす
こと。二つ目は、宣教司牧方針の
目標である外国籍の方々との交わ
り、一致を深めることである。そ
のために、「聖年のしおり」を作成
してアベイヤ司教様に内容の確認
をいただくとともに、巡礼スタン
プを作り設置した。また、「聖年の
祈り」のカードを、日本語、英語、
ベトナム語の３カ国語で作成した。

　カテドラルであることもあり、教区内にとどまらず全国からの巡礼者の
訪問があった。また、外国からの巡礼団も数えきれないほどであり、韓国、
台湾、香港、シンガポール、ベトナム等に加え、ヨーロッパからも巡礼者
をお迎えした。
　小教区としては、去る９月、大型バス２台を連ねて熊本地区への巡礼を
行った。訪問した八代教会、キリシタン殉教者列福記念公園、島崎教会で
は心温まるおもてなしを受け、殉教者の歴史について貴重な学びをいただ
いた。英語ミサ、ベトナム語ミサグループからも多くの参加があり、バス
の中での分かち合いは深く、次回の巡礼企画を望む声が聞かれた。
　英語ミサ、ベトナム語ミサ、日本語ミサグループ合同で開催した秋祭り
には、多数の参加者があった。各グループによる食事の準備、歌やダンス、
ビンゴゲームなどで楽しい時を過ごしたが、合同で開催できたことは大き
な喜びであり、感謝であった。� 大名町教会 信徒会長　吉田俊雄

巡礼指定教会の取り組み
8．大名町教会「多様さで一致を目指して」

多様さのおかげで実り多かった巡礼旅行

　
待
ち
望
ん
だ
主
の
ご
降
誕
の

夜
、
祭
壇
の
左
に
馬
小
屋
、
右
に

は
教
会
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
の
願
い
や
祈
り
を
書
き
込

ん
だ
カ
ー
ド
を
下
げ
て
飾
っ
た
ツ

リ
ー
。
教
会
学
校
の
子
ど
も
た
ち

が
、
毎
週
練
習
に
励
ん
だ
ハ
ン
ド

ベ
ル
「
し
ず
け
き
」
の
清
ら
か
な

ひ
び
き
の
中
を
御
子
さ
ま
が
小
さ

な
灯
り
と
と
も
に
入
堂
さ
れ
、
馬

小
屋
に
入
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
幾
度
も
ご
降
誕
祭
ミ

サ
に
与
っ
て
い
て
も
、
毎
回
新
た

な
思
い
が
湧
き
上
が
る
の
で
す
。

ミ
サ
の
中
で
、
大
人
の
方
３
人
の

洗
礼
・
堅
信
と
幼
児
１
人
の
洗
礼

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
年
間
、

金
成
千
神
父
さ
ま
の
講
座
を
受
け

ら
れ
た
３
人
の
受
洗
者
の
晴
れ
や

か
な
顔
が
心
に
響
き
ま
し
た
。

　
夜
半
ミ
サ
、
早
朝
ミ
サ
に
は
合

わ
せ
て
１
３
０
人
ほ
ど
の
方
が
与

ら
れ
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
韓
国
の
方
々
も
２
割
近

く
お
ら
れ
、
お
互
い
に
グ
ー
タ
ッ

チ
を
交
わ
し
和
や
か
で
し
た
。

　
降
誕
祭
の
余
韻
冷
め
や
ら
ぬ
う

ち
に
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
80
人

近
い
方
た
ち
と
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
海
外
の
方
は
お
国
で
新
年
を

祝
わ
れ
た
の
か
５
人
ほ
ど
で
し

た
。
神
の
母
聖
マ
リ
ア
の
祭
日
に

拝
領
祈
願
で
は
「
お
と
め
マ
リ
ア

を
御
子
の
母
、
教
会
の
母
と
し
て

仰
ぐ
私
た
ち
が
、
永
遠
の
い
の
ち

を
と
も
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
う
に
」
と
祈
り
ま
し
た
。
マ

リ
ア
様
の
取
次
ぎ
を
通
し
て
、
戦

争
や
災
害
に
苦
し
む
人
々
の
た
め

に
祈
り
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
成
人
者
の
祝
福
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
幼
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
い
つ
の
間
に
か
大
人
に

な
っ
て
い
る
驚
き
と
喜
び
を
味
わ

い
ま
し
た
。
こ
の
一
年
、
主
の
お

恵
み
を
願
っ
て
平
和
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
祈
り
ま
し
ょ
う
。

川
原
未
知
子

神
に
栄
光
　
人
に
平
和

教
会
で
過
ご
す
ク
リ
ス
マ
ス
・
年
末
年
始

　
２
０
２
５
年
の
聖
年
は
幕
を
閉
じ
た
が
、
希
望
を
胸
に
抱
く
巡
礼
者

の
旅
が
終
わ
る
こ
と
は
な
い
。
聖
な
る
日
、
各
小
教
区
で
は
言
葉
を
超

え
、
世
代
を
超
え
、
あ
る
い
は
自
身
の
名
前
の
意
味
に
思
い
を
巡
ら
せ

な
が
ら
静せ

い

謐ひ

つ

な
祈
り
と
歌
を
捧
げ
た
。
こ
こ
に
紹
介
で
き
る
の
は
ほ
ん

の
一
部
だ
が
、
降
誕
の
夜
と
新
し
き
朝
に
訪
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
交
わ
り

の
中
に
、
未
来
へ
開
か
れ
た
教
会
を
、
そ
し
て
武
器
な
き
世
界
の
姿
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
北
九
州
地
区
〉

飯
塚
教
会
　
ご
降
誕
祭
と
新
年

〈
筑
後
地
区
〉

大
牟
田
教
会
　
聖
霊
が
も
た
ら
し
た
聖
な
る
夜

〈
熊
本
地
区
〉

島
崎
教
会
　
ク
リ
ス
マ
ス
の
特
別
な
祈
り

　
聖
堂
い
っ
ぱ
い
に
人
が
集
い

「
し
ず
け
き
」
が
歌
わ
れ
る
な
か
、

幼
子
イ
エ
ス
と
聖

ヨ
セ
フ
、
聖
マ
リ

ア
、
と
も
し
び
を

抱
く
子
ど
も
た
ち

と
３
カ
国
の
若
者

の
侍
者
団
、
司
祭

の
行
列
で
主
の
降

誕
夜
半
の
ミ
サ
は

始
ま
っ
た
。

　
タ
ガ
ロ
グ
語
と

ベ
ト
ナ
ム
語
の
朗

読
、
ブ
ィ
テ
ィ
・

　
今
年
も
島
崎
教
会
で
は
ク
リ
ス

マ
ス
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。
聖

堂
一
杯
で
歌
を
も
っ
て
幼
い
イ
エ

ス
様
を
迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
事
な
の
は
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
心
に
イ
エ
ス
様
を
迎
え
る
こ
と

で
、
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
待
降

節
に
入
る
と
「
み
こ
と
ば
の
会
」

を
始
め
ま
す
。
昼
の
部
と
夜
の

部
２
回
で
す
。
次
週
の
「
聖
書

と
典
礼
」
の
み
こ
と
ば
の
朗
読

後
に
、
全
員
が
心
に
響
い
た
こ

と
ば
を
分
か
ち
合
い
ま
す
。
ひ

と
り
で
読
ん
で
い
た
時
に
は
気

づ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、

イ
エ
ス
様
へ
の
思
い
が
深
ま
り

ま
す
。

　
も
う
一
つ
、「
降
誕
前
の
８

日
間
の
祈
り
」
が
あ
り
ま
す
。

12
月
17
日
～
23
日
の
19
時
半
か

　
昨
年
12
月
21
日
、
北
九
州
地
区

内
の
教
会
間
に
お
け
る
交
流
の
一

環
と
し
て
、
教
会
学
校
の
子
ど
も

た
ち
と
共
に
過
ご
す
合
同
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
新
田
原
教
会
で
行
っ

た
。
新
田
原
教
会
、
行
橋
教
会
、

豊
津
教
会
、
直
方
教
会
、
田
川
教

会
の
教
会
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
に
呼

び
か
け
て
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
、
さ
ら
に
、
田
川
教
会
か
ら
久

留
米
教
会
へ
転
籍
し
た
子
ど
も
た

ち
を
加
え
て
50
人
ほ
ど
が
参
加
し

た
。
ご
家
族
、下
町
豊
重
神
父（
行

橋
・
豊
津
教
会
）、
ル
ー
カ
ス
神

父
（
直
方
教
会
）、
イ
エ
ス
の
カ

リ
タ
ス
修
道
女
会
の
シ
ス
タ
ー
方

な
ど
を
合
わ
せ
る
と
１
０
０
人
近

い
参
加
者
と
な
っ
た
。

　
ミ
サ
の
中
で
谷
口
尚
志
神
父

（
新
田
原
教
会
）
は
、「
名
前
に
意

多様な言語で捧げられる降誕ミサ

子どもたちと過ごす楽しく有意義なクリスマス

ク
エ
ン
さ
ん
が
う
た
う
日
本
語
の

答
唱
詩
編
。
奉
納
の
奉
仕
も
多
国

籍
チ
ー
ム
が
担
当
。聖
歌
は
英
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
、
日
本
語
で
う
た
わ

れ
、
多
様
性
に
お
け
る
一
致
を
味

わ
う
時
間
を
過
ご
し
た
。
タ
ガ
ロ

グ
語
で
朗
読
奉
仕
し
た
清
家
ア
ナ

リ
ザ
さ
ん
は「
ア
ン
テ
ィ
ポ
ロ（
出

身
地
）
の
教
会
で
も
き
ょ
う
同
じ

こ
と
ば
で
朗
読
が
さ
れ
る
」
と
感

慨
深
げ
に
語
っ
て
く
れ
た
。

　
夜
半
ミ
サ
は
懐
か
し
い
顔
と
出

会
え
る
貴
重
な
場
で
も
あ
っ
た
。

30
数
年
前
に
留
学
生
と
し
て
大
牟

田
で
暮
ら
し
た
男
性
が
ミ
サ
に
参

加
し
て
い
て
、
旧
知
の
人
た
ち
か

ら
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
、
旧

交
を
温
め
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
ミ
サ
後
に
は
、
一
人
ひ
と
り
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
配
ら
れ
、
温
か
い

気
持
ち
が
増
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
青

年
た
ち
が
毎
年
飾
っ
て
く
れ
る
馬

小
屋
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
見

送
ら
れ
て
教
会
を
後
に
し
た
。

　「
聖
霊
は
、
た
ま
も
の
の
多
種

多
様
な
豊
か
さ
を
生
み
出
す
と
同

時
に
一
致
を
築
き
ま
す
。
こ
の
一

致
は
決
し
て
画
一
的
な
も
の
で
は

な
く
、
引
き
寄
せ
る
力
を
持
っ
た

多
様
性
の
調
和
で
す
。
福
音
化
と

い
う
も
の
は
、
聖
霊
が
教
会
に
も

た
ら
す
多
様
な
豊
か
さ
を
喜
ん

で
認
め
ま
す
」（『
福
音
の
喜
び

（
１
１
７
）』）
を
実
感
し
、
共
に

お
ら
れ
る
神
の
誕
生
を
祝
う
夜
と

な
っ
た
。

　
日
中
の
ミ
サ
で
は
ム
ス
リ
ム
の

青
年
と
と
も
に
チ
ー
ム
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
が
拝
領
唱
を
う
た
っ
て
く

れ
た
こ
と
も
追
記
し
て
お
き
た

い
。

福
永
真
紀

味
の
な
い
も
の
は
な
く
、
イ
エ
ス

様
の
名
前
に
も
意
味
が
あ
っ
た
。

み
ん
な
も
自
分
の
名
前
に
ど
ん
な

意
味
が
あ
る
の
か
を
知
っ
て
、
イ

エ
ス
様
と
共
に
毎
日
を
過
ご
そ

う
」
と
子
ど
も
た
ち
の
心
に
呼
び

か
け
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
う
な

ず
き
な
が
ら
生
ま
れ
て
き
た
こ
と

に
感
謝
の
思
い
を
感
じ
て
い
た
よ

う
だ
っ
た
。

　
恒
例
と
な
っ
た
手
話
を
交
え
た

「
希
望
の
巡
礼
者
」の
歌
、ゲ
ー
ム
、

下
町
神
父
の
手
品
と
腹
話
術
、
朗

読
と
、
次
々
盛
り
だ
く
さ
ん
な
メ

ニ
ュ
ー
に
、
子
ど
も
た
ち
は
大
い

に
は
し
ゃ
い
で
い
た
。
お
昼
は
み

ん
な
で
、
新
田
原
の
信
者
さ
ん
た

ち
が
作
っ
て
く
れ
た
カ
レ
ー
を
食

べ
た
。
新
田
原
の
農
家
の
皆
さ
ん

が
作
っ
た
美
味
し
い
お
米
だ
っ
た

の
で
、
炊
き
あ
が
っ
た
ご
飯
は
瞬

く
間
に
完
食
と
な
っ
た
。

　
教
会
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち

が
少
な
く
な
っ
た
今
日
、
大
勢
で

集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
は
教
会
が
楽
し
い
と
こ
ろ
だ

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
た
の
で

は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
お
互
い
に

仲
間
意
識
を
持
つ
こ
と
を
実
感
し

て
く
れ
た
の
で
は
と
思
っ
た
。

新
田
原
教
会
信
徒

に
来
ら
れ
る
」、「
聖
ア
ウ
グ
ス
チ

ヌ
ス
司
教
の
説
教
―
ヨ
ハ
ネ
は

声
、
キ
リ
ス
ト
は
こ
と
ば
」、「『
キ

リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
―
へ
り
く

だ
り
と
平
安
に
つ
い
て
」、「
第
二

バ
チ
カ
ン
公
会
議
『
神
の
啓
示
に

関
す
る
教
義
憲
章
』
―
キ
リ
ス
ト

は
全
啓
示
の
完
成
」、「
聖
ア
ウ
グ

ス
チ
ヌ
ス
司
教
の
『
詩
編
講
解
』

―
あ
な
た
の
望
み
そ
の
も
の
が
あ

な
た
の
祈
り
で
あ
る
」、「
聖
ベ
ル

ナ
ル
ド
修
道
院
長
の
『
聖
母
賛

美
』
―
全
世
界
は
マ
リ
ア
の
答
え

を
待
っ
て
い
る
」、「
聖
ア
ウ
グ
ス

チ
ヌ
ス
司
教
の
説
教
―
ま
こ
と
は

地
か
ら
萌
え
い
で
、
義
は
天
か
ら

目
を
注
い
だ
」
で
す
。

　
教
父
た
ち
の
名
文
を
聞
い
て
、

イ
エ
ス
様
の
御
誕
生
へ
の
期
待
が

高
ま
り
霊
的
な
喜
び
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

荻
原
き
よ
み

ら
30
分
間
で
す
が
、
聖
体
顕
示
さ

れ
た
聖
堂
で
、
祈
り
と
歌
、「
教

父
た
ち
の
名
文
」
の
朗
読
、
共
同

祈
願
が
あ
り
ま
す
。
普
段
な
か
な

か
聞
け
な
い
教
父
た
ち
の
名
文
を

聞
き
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、「
聖
ベ

ル
ナ
ル
ド
修
道
院
長
の
説
教
―
神

の
こ
と
ば
は
わ
た
し
た
ち
の
う
ち

聖堂に響く歌をもって祝うクリスマス

祭壇左の馬小屋の前で

合
同
子
ど
も

ク
リ
ス
マ
ス
会
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信仰にふれあえる場所「ナザレの家」
　創立者である「旅人」（故人・協働体の中で呼ばれ
る名前）の長年の夢、依存症である我々が信仰と関
わりながらも、より良い生き方を目指せるみんなが
集まれる場所をつくりたいという願いから、今の「貧
しい協働体」が始まっていきました。それがナザレ
の家なのです。
　その歴史をさかのぼると、1998 年の頃に南福岡の
ビルの２階にあったヤコブの家という施設の中で始
まり、そこから場所を変えながら、麦野、大楠マンショ
ン、伊藤ビル２階、乙金、そして今のナザレの家に
導かれたのです。場所は変わりましたが、信仰を求
める気持ちは変わらなかったのだと思います。
　ナザレの家では月に一度、青木悟神父様（小倉教会）
のミサにあずかり、その他の週は故鈴木忠一神父様
（御受難修道会）から始まった『イエスと出会う―福
音書を読む』（教文館発行）を使った聖書の勉強会を
やらせていただいています。近い将来、依存症と向
き合う仲間たちが、気軽にミサにあずかれる場所に
なることを願っています。
　昨年の 12 月 14 日には、青木神父様によるクリス
マスミサが行われました。厳かではありましたが、
イエスの誕生を盛大にお祝いすることができました。
そして年明けの１月４日、ナザレの家に奇跡のよう
な出来事が起きました。ヨゼフ・アベイヤ司教様に
よるミサにあずかることができたのです。ナザレの
家に働くハイヤーパワー（自分の意志を越えた大き
な力）を感じるとともに神さまは本当にいるんだと
実感しました。
　ヨゼフ・アベイヤ司教
様が以前言われた言葉
「隣人を愛しなさい」。こ
の言葉が私たちに必要な
答えなのだと思います。
確かな道を確かな仲間と
ともに、占星術の学者の
ように来た道を戻らず、
新しい道を信仰と触れ合
いながら進んで行きたいと思います。

ＮＰＯ法人 依存症リハビリ施設フリーダム 
貧しい協働体　ナザレの家　　水本　誠

第 76 回　福岡市民クリスマス開催
　私は福岡市民クリスマスが憎い！毎年、今年こ
そ泣かないようにしようと思いながら、気がつく
と目頭に涙を感じてしまうからだ。今年のメッ
セージは鈴木結生（ゆうい）氏。「芥川賞作家と
は言え、たかが 24 歳の若僧…私のような老人を
泣かせられる訳がない！」。私は見くびっていた！
　去年の市民クリスマスは75回目という節目だっ
た。今年は市民クリスマスにとって最初の第四四
半世紀の１回目だ。幕が開くとまず西南学院チャ
ペルクワイアの合唱２曲…幕が開くと同時に音楽
というのは初めてだと思うが、これは良い趣向だった。オープニングの挨拶があり、
いよいよ本番。
　今年の音楽ゲストはプレギアーモ（イタリア語で Let's pray! の意）の弦楽四重奏で
ある。曲目は『来たれ、友よ』、バッハの合唱曲２曲と『主よ、人の望みの喜びよ』、『Ｇ
線上のアリア』、モーツァルトのディベルティメントＫ. １３６、シューベルトとマスカー
ニの『アベ・マリア』だった。マスカーニの『アベ・マリア』は『カヴァレリア・ル 
スティカーナ』の間奏曲と言った方が通りが良いかもしれない。

　さて、鈴木氏の登場である。「2000
年間のクリスマス」と題して、彼の子
どもの頃の思い出から始まり、時代と
共に変化する人々のクリスマスに対す
る思いを洒脱に語ってくださった上、
自身の作品で省かれていた外伝まで大
サービス！
　心に残る一夜だった。来年こそ泣か
ないぞ…いや、無理かな？

� 箱崎教会　糸川　銚
よ う

信仰や理念を共有できる医師、看護師の皆さん
ご一緒に働いてみませんか

URL：http://www.st-mary-med.or.jp/

聖マリア病院

聖マリアヘルスケアセンター

〒830-8543 福岡県久留米市津福本町422
TEL.0942(35)3322　FAX.0942(34)3115

〒830-0047 福岡県久留米市津福本町448番5
TEL.0942(35)5522　FAX.0942(34)3306

社会医療法人 雪の聖母会

　
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー
に
と
っ

て
、
２
０
２
５
年
の
ク
リ
ス
マ
ス

は
特
別
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
美
野
島
司
牧
セ
ン

タ
ー
の
初
代
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る

パ
リ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
会
の
マ
ル
セ

ル
・
コ
ー
ス
神
父
の
精
神
を
受
け

継
ぎ
、
私
、
カ
プ
チ
ン
・
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
修
道
会
の
ジ
ョ

ン
ソ
ン
が
司
牧
を
担
う

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
迎

え
る
、
最
初
の
ク
リ
ス

マ
ス
で
あ
っ
た
か
ら
で

す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ

の
ミ
サ
に
は
、
約
70
人

の
方
々
が
参
列
さ
れ
、

そ
の
多
く
は
南
米
出
身

の
信
者
の
方
々
で
し

た
。
ミ
サ
は
日
本
語
と

ス
ペ
イ
ン
語
に
よ
る
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
で
捧
げ
ら

れ
、
言
葉
や
文
化
の
違

☆
使
徒
的
勧
告
　
わ
た
し
は
あ
な

た
を
愛
し
て
い
る
―
貧
し
い
人
々

へ
の
愛
に
つ
い
て

教
皇
レ
オ
十
四
世
（
著
）

　
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
準
備

し
、
レ
オ
十
四
世
が
完
成
さ
せ
た

使
徒
的
勧
告
。「
貧
し
い
人
の
優

先
的
選
択
」
に
つ
い
て
の
神
学
的

根
拠
を
聖
書
に
探
り
、
教
父
た
ち

が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
践
し
た

か
を
示
す
と
と
も
に
、
公
会
議
や

歴
代
教
皇
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の

司
教
会
議
な
ど
の
諸
文
書
を
踏
ま

え
、
現
代
の
キ
リ
ス
ト
信
者
が
い

か
に
あ
る
べ
き
か
を
考
察
す
る
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
発
行

税
込
価
格
９
９
０
円

　
昨
年
12
月
25
日
、
聖
マ
リ
ア
病

院
（
福
岡
県
久
留
米
市
津
福
本

町
）
に
お
い
て
第
73
回
聖
マ
リ
ア

グ
ル
ー
プ
（
社
会
医
療
法
人
雪
の

聖
母
会
・
社
会
福
祉
法
人
平
和
の

聖
母
・
学
校
法
人
聖
マ
リ
ア
学

院
）
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
が
開
催
さ

れ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ
に
先
立

ち
、
病
院
の
ホ
ス
ピ
ス
及
び
中
央

棟
１
階
ロ
ビ
ー
で
は
、
大
牟
田
の

明
光
学
園
の
生
徒
及
び
保
護
者
に

よ
る
ク
ワ
イ
ヤ
ー
チ
ャ
イ
ム
の
演

奏
が
行
わ
れ
た
。
演
奏
内
容
は
、

主
の
降
誕
を
祝
う
ク
リ
ス
マ
ス
メ

ド
レ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
30
分
に

レ
ゼ
ン
ト
の
配
布
）が
行
わ
れ
た
。

今
回
も
聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
で
学

ぶ
学
生
た
ち
が
歌
う
聖
歌
の
間
、

グ
ル
ー
プ
関
連
施
設
の
患
者
の
皆

様
約
１
０
０
０
人
に
、
一
人
ひ
と

り
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
た
。

　「
私
は
キ
リ
ス
ト
教
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
あ
り
が
た
い
で
す
」

と
感
謝
の
言
葉
を
口
に
さ
れ
る
患

者
様
も
お
ら
れ
、
医
療
・
介
護
の

現
場
に
お
け
る
福
音
宣
教
の
一
つ

の
在
り
方
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。聖

マ
リ
ア
病
院
チ
ャ
プ
レ
ン
室

石
橋
ゆ
つ
き

及
ぶ
も
の
で
あ
っ

た
。

　
主
の
降
誕
を
祝

う
ミ
サ
は
、
ヨ
ゼ

フ
・
ア
ベ
イ
ヤ
司

教
の
主
司
式
の
も

と
捧
げ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
司
教
を

含
む
10
人
の
司
祭

団
に
よ
る
キ
ャ
ン

ド
ル
サ
ー
ビ
ス

（
ク
リ
ス
マ
ス
プ

美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー
で
迎
え
た

初
め
て
の
ク
リ
ス
マ
ス

聖
マ
リ
ア
グ
ル
ー
プ

合
同
ク
リ
ス
マ
ス
開
催

聖体拝領を受けるミサ参加者たち

い
を
越
え
て
、
祈
り
に
満
ち
た
温

か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ミ
サ
後
に
は
、
私
自
身
が
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
役
と
な
り
、
思
い

が
け
な
い
演
出
に
驚
き
と
笑
顔
が

広
が
り
、
喜
び
の
ひ
と
と
き
を
皆

さ
ん
と
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
当
日
の
説
教
で
は
、「
神
が
赤

ち
ゃ
ん
と
な
ら
れ
た
」
と
い
う
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
中
心
的
な
真
理
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。
全
能

の
神
は
、
力
や
権
威
に
よ
っ
て
で

は
な
く
、弱
さ
と
貧
し
さ
を
選
び
、

無
力
な
幼
子
と
し
て
こ
の
世
界
に

来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
選
択
ゆ
え

に
、
教
会
は
い
つ
の
時
代
も
、
弱

い
人
々
、
貧
し
い
人
々
、
見
捨
て

ら
れ
た
人
々
の
そ
ば
に
立
ち
続
け

て
き
た
の
で
す
。
マ
ザ
ー
・
テ
レ

サ
や
ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

の
霊
性
に
触
れ
な
が
ら
、
キ
リ
ス

ト
は
今
も
な
お
、
壊
れ
や
す
い
命

の
た
だ
中
に
生
き
て
お
ら
れ
る
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
23
日
に
野
宿
者
、

困
窮
者
支
援
団
体
の
「
美
野
島
め

ぐ
み
の
家
」
に
集
ま
っ
た
貧
し
い

人
々
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
は
、「
一
年
で
最
も
闇
が
深
ま 

る
12
月
と
い
う
季
節
に
こ
そ
、
希

望
の
光
が
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
を
語
り
ま
し
た
。
不
安

や
孤
独
の
中
に
あ
っ
て
も
、
誰
一

人
と
し
て
忘
れ
ら
れ
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
。
人
の
心
の
奥
深
く
に

は
、
決
し
て
消
え
る
こ
と
の
な
い

「
内
な
る
光
」
が
宿
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
何
も
の
に
も
奪
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
尊
厳
で
あ
り
、
神
の

愛
そ
の
も
の
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス

は
、
強
く
満
た
さ
れ
て
い
る
人
の

た
め
だ
け
の
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
う
ま
く
生
き
ら
れ
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
る
人
、
祝
う
気

持
ち
に
な
れ
な
い
人
の
た
め
の
日

で
あ
る
こ
と
を
、
静
か
に
、
し
か

し
力
強
く
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー
は
、
肉

体
的
に
も
霊
的
に
も
飢
え
渇
い
て

い
る
人
々
の
た
め
の
場
所
で
す
。

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
飼
い
葉
桶
に
生
ま

れ
た
幼
子
イ
エ
ス
様
は
、
今
も
こ

の
場
所
で
、
人
々
一
人
ひ
と
り
の

人
生
と
静
か
に
出
会
い
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
。
２
０
２
５
年
の
ク
リ

ス
マ
ス
は
、
そ
の
希
望
の
光
を
あ

ら
た
め
て
確
か
め
る
、
ま
こ
と
に

恵
み
深
い
時
と
な
り
ま
し
た
。

美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー
長

ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
デ
ソ
ー
ザ
神
父

（
大
楠
教
会
、
カ
プ
チ
ン
・
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
修
道
会
）

アベイヤ司教による主の降誕ミサ

全
国
教
区
広
報

担
当
者
会
議

　
１
月
19
、20
の
両
日
、カ
ト
リ
ッ

ク
中
央
協
議
会
（
東
京
都
江
東

区
）
で
各
教
区
の
広
報
担
当
者
が

集
う
会
議
が
開
か
れ
た
。
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
の
広
報
宣

教
司
教
委
員
会
か
ら
は
、
委
員
長

の
勝
谷
太
治
司
教
（
札
幌
教
区
）、

担
当
司
教
の
酒
井
俊
弘
司
教
（
大

阪
高
松
大
司
教
区
）
を
は
じ
め
、

15
教
区
中
11
教
区
か
ら
司
祭
、
信

徒
、
中
央
協
議
会
広
報
部
職
員
ら

28
人
が
参
加
し
た
。

　
初
日
は「
写
真
の
基
礎
」を
テ
ー

マ
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い

た
撮
影
技
術
に
つ
い
て
、
中
央
協

議
会
専
属
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の

峰
脇
英
樹
氏
か
ら
学
ん
だ
。
ピ
ン

ト
の
合
わ
せ
方
や
加
工
な
ど
、
記

事
を
魅
力
的
に
伝
え
る
た
め
の
手

法
が
紹
介
さ
れ
た
。
翌
日
は
酒
井

司
教
か
ら
、
AI
を
活
用
し
た
編
集

や
校
正
の
最
新
事
情
に
つ
い
て
講

話
が
あ
っ
た
。
AI
の
速
さ
を
生
か

す
こ
と
で
、
人
に
し
か
で
き
な
い

役
割
に
注
力
で
き
る
点
は
有
益

だ
。
分
か
ち
合
い
で
は
、
教
区
報

を
「
余
る
か
ら
減
ら
す
」
の
で
は

な
く
、「
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
工

夫
す
る
」
必
要
も
あ
る
の
で
は
と

の
意
見
に
、一
同
が
聞
き
入
っ
た
。

　
派
遣
ミ
サ
で
勝
谷
司
教
は
、
情

報
発
信
を
通
じ
て
「
相
手
に
『
温

美しい音色を奏でるプレギアーモの演奏

自身の思い出や様々なクリスマス
について語る鈴木氏

も
り
』も
届
け
ら
れ
た
ら
」と
語
っ

た
。
私
た
ち
の
広
報
は
、
イ
エ
ス

に
倣
う
福
音
宣
教
で
あ
る
。
聖

堂
の
十
字
架
を
見
上
げ
な
が
ら
、

「
人
」
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
に

思
い
を
巡
ら
せ
た
。

ちょっぴりおしゃれなジョンソンサンタ
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編
集
後
記

■
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー

◯
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
に
温
か
い
食

事
と
衣
類
　
毎
週
火
曜
日
10
時

◯
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
炊
き
出
し

　
３
月
２
週
目
ま
で
大
名
町
教
会

　「
ス
ー
プ
の
会
」
と
協
働

◯
路
上
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
入
居
し

た
方
を
訪
問
　
第
３
土
曜
日
14
時

〔
問
合
せ
先
〕☎
０
９
２
・
４
３
１
・

１
４
１
９
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
デ
ソ
ー

ザ
神
父

■
大
濠
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
・
宣
教

養
成
セ
ン
タ
ー

◯
ミ
ー
ア
サ
ロ
ン
大
濠

　
第
１
・
第
３
水
曜
日
10
時
～

〔
問
合
せ
先
〕☎
０
９
２
・
７
５
３
・

６
７
６
５
角
田

◯
み
こ
と
ば
の
お
弁
当

　
第
４
木
曜
日
10
時
～

〔
問
合
せ
先
〕☎
０
９
２
・
７
５
３
・

６
７
６
５
大
濠
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館

■
宣
教
養
成
委
員
会
―
『
黙
想
と

祈
り
の
集
い
』
テ
ゼ
の
歌
と
共
に

〔
日
時
〕
２
月
27
日
（
金
）
19
時

福岡教区セクハラ対応窓口

セクハラを受けたら、見かけたら、ご相談

ください。ひとりで悩まず、早めに相談

セクシュアル・ハラスメント相談窓口

　 電話　080-2694-4182
　 受付時間　月～金（祝日を除く）

　 10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 16:00

集
い
の
詳
細
は
、

 

各
問
合
せ
先
に

　
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※�福岡教区で奉仕された司祭の帰天日は右記
ＱＲコード、または教区ホームページのカ
レンダーでご確認ください。

「未来に開かれた教会」
となる

年間目標

福岡教区広報室アドレス
https://fukuoka.catholic.jp

E-mail:cdf-kouhou@nifty.com

―　各種団体の定例会　―
　詳細につきましては、福岡教区ホーム
ページ「教区報 2 月号」、または
右記QRコードからご確認ください。

―　召命を共に祈る会　―

福岡地区　2 月 17 日 （火） 13 時 30 分～ 大名町教会
　ミサ　司式：O. ベルナルド神父（古賀教会）
　〔問合せ先〕☎ 090･6422･2257（山口）

北九州地区　2 月 14 日 （土） 14 時～ 小倉教会
　ミサ　司式：ジョン・ウォンチョル神父（戸畑・若松教会）
　〔問合せ先〕☎ 0949･24･9905（藤井）

熊本地区　　2 月 19 日 （木） 9 時 30 分～ 健軍教会
　ミサ　司式：中村信哉神父（健軍教会）
　〔問合せ先〕☎ 096･369･8896 （松上）

２月のこよみ案　内　板　　会合と催し

【 2月】
  1日（日）	 年間第4主日　荒尾教会司牧訪問
	 教区宣教司牧評議会（大名町）
  2日（月）	 主の奉献　世界奉献生活の日
  3日（火）	 福者ユスト高山右近殉教者
  5日（木）	 日本26聖人殉教者
  7日（土）	 真命山司牧訪問
  8日（日）	 年間第5主日　玉名教会司牧訪問
	 教区100周年記念誌委員会（大名町）
11日（水）	 世界病者の日　
	 熊本地区宣教司牧評議会主催・青年司牧研修会
13日（金）	 厳律シトー会 伊万里の聖母修道院・終生誓願式
14日（土）	 手取教会司牧訪問（～ 15日）
15日（日）	 年間第6主日
16日（月）	 日本カトリック司教協議会総会（～ 20日）
18日（水）	 灰の水曜日（大斎・小斎）四旬節愛の献金（四旬節中）
22日（日）	 四旬節第1主日　老司教会50周年
23日（月）	 教区創立100周年準備企画・分かち合い劇
	 「ヨブ記～Ｋ氏の場合」感謝ミサ司式（大名町）
24日（火）	 全国シノドス担当者会議（～ 25日 大名町）
26日（木）	 福岡教区幼児教育連盟の集まり（大名町）

【 3月】
  1日（日）	 四旬節第2主日　人吉教会司牧訪問

■ゴシックは司教日程
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A Journey of Faith: From East-Timor to Japan
JOAO BAPTISTA PEREIRA  (East-Timor O.P.)

My path to religious life unfolded not through a sudden flash of light, but 
through a quiet, steadfast call that matured amid family complexities, 
distance, and sacrifice. It is a story marked by resistance, grace, and growing 
trust in a journey often clouded by uncertainty. 

This vocation first took root within my family and faith in East-Timor. After 
high school in 2014, I entered a time of discernment. However, my calling 
was not welcomed by all. My loving and pragmatic father, held a different 
dream for me: a secular career, a family of my own, and a life near home. His 
opposition was not rejection, but a protective fear for a son choosing a path 
he saw as difficult and lonely. This quiet strain became my vocation’s first 
challenge, revealing how human love and divine purpose can pull the heart 
in opposing directions. 

Yet, the call remained. In 2016, I entered the Order of Preachers, the 
Dominicans, attracted by their dedication to truth through study, prayer, 
and community. Leaving my family home, I found a new spiritual family. 
This soon required a greater physical departure: in 2017, I traveled to Hong 
Kong for formal formation. The farewell Mass in Dili was bittersweet. Amid 
support from my brothers and sisters in Christ, my family’s absence was a 
profound void a tangible sacrifice laid before God. In that solitude, I learned 
that a religious calling can grow in the ground of holy absence. 

The following years (2018-2025) shaped me 
through a structured rhythm from the reception 
of the Dominican Habit to solemn profession and 
deaconate ordination. Those initial, temporary 
vows prepared me for a permanent gift of self. 
On May 22, 2025, in Macau, I pronounced my solemn profession, offering my 
life irrevocably to God through 
the Order of Preacher until 
death a lifelong covenant. 

Yet, God's call continued to 
widen my horizons. Merely 
a month later, on November 
12, 2025, I arrived in Japan 
as a Dominican missionary. 
Transitioning from the familiar 
settings of East-Timor, Hong 
Kong, and Macau, I now found 
myself in a land of ancient 
culture and deep spirituality, 
where Christians are a small 
minority. The mission field had transformed entirely.（…continued）

　聖週間の歴史、神学、典礼について学びながら、
聖歌の実践練習を通して、有意義な聖週間を過
ごすことを目指します。

［主　催］福岡教区典礼委員会
［講　師］西脇純（西南学院大学教授）
［日　程］① 2月 22 日（日）14：00 ～ 16：00
　　　　　（聖週間とは、受難の主日）
　　　　 ② 3月 1日（日）14：00 ～ 16：00
　　　　　（聖木曜日、聖金曜日）
　　　　 ③ 3月 8日（日）14：00 ～ 16：00
　　　　　（復活徹夜祭、復活の主日）
［場　所］旧カトリック神学院　大聖堂
［参加費］自由献金 ※参加申し込み不要
［問合せ先］ ☎ 092・851・8032（担当：十時神父）

聖週間の典礼を学ぼう！

２月から３月の２週目までの毎週金曜日に炊き出し

【調理ボランティア】�
　14 時～　大名町教会 1 階厨房

【夜回り（配布）ボランティア】
　19 時　　初参加者レクチャー
　20 時　　夜回り準備（袋詰め）
　20 時半　参加コース確認
　21 時　　各コース夜回り出発

【献品】
　テレホンカード、防寒着、冬服、
　新品の下着・靴下、リュックサック（大）

【問合せ先】
☎ 080･1793･0481 深堀�
☎ 080･4317･4152 飛永　☎ 090･8412･7803 前田

大名町教会 ホームレス支援　スープの会

年間テーマ：祈りの人々と出会う「主は御自分の親しい人に
	 　　御旨を示される」（詩編25・14）
日　　　時：2月12日（木）10時 ～ 15時
内　　　容：モーセ：呼びかけに応える人「ここにおります」
次　　　回：3月12日（木）
内　　　容：ダビデ：悔い改める人
	 　　「神よ、私の罪をぬぐってください」
問合わせ先：真命山諸宗教対話センター
　　　　　　☎ 0968・85・3100　　 0968・85・3186
　　　　　　熊本県玉名郡和水町蜻浦1391-7
　　　　　　E-mail  shinmeizan@gmail.com
☆個人またはグループでの黙想会、研修会も歓迎いたします（要予約）

真命山諸宗教対話センター　-祈りの集い -
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宣教養成委員会・信徒養成部門協力者
四旬節の黙想　沈黙のうちに主を見つめる

［日　時］  2 月 21 日～ 3 月 28 日までの毎土曜日
　　　　  9 時～ 12 時
［場　所］大濠カトリック会館 宣教養成センター
　顕示された聖体を礼拝し、自由に祈りの時
　を過ごし、時間内を祈りのリレーで繋ぎま
　す。ご都合の良い時間にご参加ください。
　※参加申込み不要。�
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四旬節 愛の献金
2026 年 2 月 18 日～ 3 月 28 日

2025 年 7 月～ 2026 年 6 月
テーマ：未来に開かれた教会となる

1 7 ヶ月

2027 年 7月 16 日まで
あと

「シノドス的」な教会の歩みを推し進めましょう！

福岡教区創立 100 周年に向けて
かつどう・できごと掲示板

　様々な記念企画が具体化し進行しています。
信徒による分かち合い劇　ヨブ記～Ｋ氏の場合～
共に与えられた「いのち」の意味を考えませんか。
　2026 年 2 月 23 日（月・祝）大名町教会大聖堂
　13 時から（１面参照）

COME,HOLY SPIRIT,FILL OUR HEARTS
祈りの集い　PRAYER SERVICE

［日　時］  2 月 23 日（月・祝）11：00 ～ 15：30
［場　所］カトリック八代教会 聖堂
［内　容］ミサ（ミサ後昼食）・御聖体顕示
　　　　 祈りの集い・茶話会
［問合せ先］☎ 0965・32・4065（八代教会）

※�どなたでもご参加いた 
だけます。
※�お弁当は各自ご持参 
ください。

全文と
日本語訳は
右記から→

ドミニコ会 ヨハネ・ペレイラ助祭
（東ティモール）


